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氏 名
N a m e  i n  F u l l

 内田修一  
 

論文題目
T i t l e

 マリの首都におけるソンガイ移民の精霊憑依に関する人類学的研究  
 
 本論文は、西アフリカ・マリ共和国の西部から首都バマコに移住したソンガイの人びと

が行うホッレイ・ホーレイと呼ばれる精霊憑依の実践を対象とし、旱魃や内戦とそれに続

く移住という困難な生活状況の中でも精霊憑依カルト（ホッレイ・カルト）を維持する人

びとにとって、憑依実践がいかなる意義を持つのかという問題を文化人類学的な手法によ

って解明した論文である。論文の基礎となるデータは、出願者である内田が 2011 年 10 月

から 2012 年 11 月、及び 2013 年 10 月から 11 月の 2 回にわたって実施した長期現地調査

によって収集された。内田はこの期間中にバマコのみならず、ソンガイの人びとの本拠地

である西部の村落においてもホッレイ・カルトの事例調査を行っている。  
 論文は結論を含めて８章から構成される。序論にあたる第 1 章ではまず、村落部と比較

した際のバマコにおけるホッレイ・カルトの特徴として以下の３点を指摘する。すなわち、

地域全体で認められるカルトの権威者が存在せず多数のカルト組織者が並存すること、そ

れぞれの組織での精霊や憑依に関する知識や流儀が多様であること、他の民族集団の精霊

憑依との境界も曖昧であること、である。先行研究では単一の体系的な精霊憑依カルトの

存在が前提とされ、精霊信仰を何らかの心性や社会状況の表象と捉えたり、カルトの活動

を政治的社会的な抵抗と関連づけたりする研究が大勢を占めていた。内田は先行研究を批

判的に吟味し、ホッレイ・カルトの単一的な体系や意味論を追究するよりはむしろ、カル

トの実践への注目を徹底し、そこから実践者たちにとってのカルトの意義を見いだすとい

う研究の視座を提示する。第 2 章では、論文の舞台となる調査地やソンガイの人びとを概

観し、ソンガイのさまざまな社会関係を貫く従属－庇護の原則が精霊と霊媒の関係にも現

れていることを指摘する。続く第 3 章ではホッレイ・カルトの一般的特徴を整理し、精霊

たちの世界もソンガイの社会関係と並行的な特徴によって支配されていることを明らかに

している。  
 第 4 章から第 7 章では精霊憑依の実践の具体的事例が現地調査に基づいて記述され、こ

のカルトの特性と実践の意義に関する考察が深められている。バマコにおけるソンガイの

憑依実践は、霊媒と信者との個別的な二者間関係を基本とする。この関係が親密化すると

信者は霊媒と精霊とを同一視するようになる。こうして信者―霊媒の親密な関係は、霊媒

を介して信者―精霊関係にも拡大する。人間社会の関係が精霊の世界にも及んでゆく状況

を、内田は精霊憑依の関係と社会生活の関係の輻輳と呼ぶ（第 4 章）。このような輻輳的状

況は、憑依する精霊が同じ霊媒どうしの関係や、複数の個人と複数の精霊・霊媒が関わる

複雑な精霊憑依の実践の場においても見いだされる（第 5 章）。また農村部ではバマコと

異なり、村落全体が集団的に精霊憑依カルトの実践に加わるが、ここでも精霊＝霊媒との

従属―庇護関係の原則は貫かれており、その意味でバマコに見られるホッレイ・カルトの



特徴との連続性が把握される（第 6 章）。第 7 章では、バマコで集団的な憑依実践を行お

うとする複数の試みが記述される。内田によれば、霊媒や信者たちが、農村部とは異なり

同一の日常的生活領域を共有できず集団的実践が困難な中でもそれを試みる理由は、精霊

と人間の２つの世界に共通する理念的な価値や規範を集団で顕示的かつ遂行的に実践する

ことを通じて、集団の中にある個体性や自律性というソンガイの生のあり方を経験しよう

とすることに求められる。  
 最終章の結論ではここまでの論考の論点を整理した後、アフリカ・サヘル地域の都市部

の憑依儀礼が「セラピー化」しているという先行研究の中で有力な仮説を検討する。この

仮説では、伝統的な共同体から切り離された都市部で暮らしアイデンティティーの喪失や

精神的不調に苦しむ人びとを癒し、社会に再統合する機能を憑依儀礼が果たすと捉える。

しかし、内田の調査では巫病の癒しのための憑依儀礼が皆無であるにもかかわらず、憑依

儀礼は存続しており、この仮説は当てはまらない。内田は、バマコにおけるソンガイの憑

依儀礼は、社会への統合というよりもむしろ、精霊や人間たちがその都度関係を結び直す

過程において個体性を経験するという生の営みに直接関わる点に意義があり、それ故に根

強く実践が維持されるという結論を示してこの論文を締めくくる。  
 内田は、自分の調査村でヨーロッパ人旅行者が拉致され、首都バマコにおいてはクーデ

ターに遭遇するという困難な時期に西アフリカで粘り強く現地調査を実施し、憑依に関す

る民族誌的データを分厚く集積して論文を執筆した。西アフリカの都市における憑依実践

に関する研究はこれまで限られており、内田の論文はその空白を補う貴重な民族誌的論文

として高く評価できる。憑依実践に関する主要な研究を網羅的に取り上げ、批判的に検討

することで、憑依に関する総合的理解を獲得しており、理論的にも高い水準にある。精霊

存在も人間と同等のアクターと捉えてアクター間のネットワークを記述・分析する、社会

哲学者であるエチエンヌ・バリバールが提示した全体性と個体性に関する理論的考察を論

考に組み込むなど、現代的な社会理論とローカルな民族誌的事実を統合しようという意欲

的試みも評価できる点である。  
 その一方、憑依儀礼やカルトの記述とその理論的考察に注力するあまり、ソンガイの人

びとの生業や社会構成に関する記述が断片的になりがちである。また儀礼の事例の記述で

は、会話の分析が中心に行われ、憑依に伴う儀礼実践者の身体や感覚の変容などについて

詳細が描き切れていないなど、不十分な点も残されている。しかし、これらは調査・研究

の継続によってより高みを目指すなかで十分解決可能であり、本論文の価値を損なうもの

ではない。西アフリカ研究、憑依実践一般の研究への今後の大いなる貢献が期待される。  
 これらを総合的に検討し、審査委員は全員一致で本論文を博士の学位授与に相応しいも

のと判定した。  
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